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この第 3 章の知見をもとに、第 4 章では希望を測定するための尺度を作成した。希望尺度については様々な研究者
-39-
によって幾つか公表されているが、 Herth ，K. (1991) による Herth Hope Scale の下位尺度(~実存性と見通しJ ~前
向きな構えと期待J ~自他の一帯感J の各因子)が、第 3 章の結果と合致したため、原著者の許可を得た上で、
Herth Hope Scale を日本語に翻訳した Herth Hope Scale 日本語版を作成し、その信頼性・妥当性を検討した。そ
の結果、内的一貫性、再テスト安定性、基準関連妥当性および構成概念妥当性が認められた。このことから、希望を
研究する上で Herth Hope Scale 日本語版は信頼性・妥当性を保持した有効な尺度であることが示された。
そこで第 5 章では、第 3 章の知見から、ライフイベントや日常生活の噴末な出来事が希望に影響を及ぼすか、第 4


























未来が「明るしリ「明るくなってほしし、J IわからないJ I暗 Lリとした 4 群に分類したところ、希望の側面である
『前向きな構え』や『自他の一帯感』は、未来を明るいとする対象者では安定して保持されており、未来について
「わからなしリ「暗Lリとする対象者は、『前向きな構え』や『自他の一帯感』が不安定あるいは認められなかった。
また、希望が高い対象者ほど、現在や過去の問題について葛藤が少なく、未解決の葛藤があっても、それを再評価し
ようとしていた。語りの中で笑いもあり、家族や友人と話を分かち合うことも認められた。一方、未来を「わからな
いJ I暗L リとした希望が低い対象者は、現在に対する不満や過去の未解決の葛藤を抱えており、自分の人生を再吟
味しようとする姿はみられなかった。また、自分の人生について他者と分かち合うことも少ないことが報告された。
しかし、事例研究を通して、希望が低い対象者でも、趣味や他者とのつながりを示す語りが垣間見え、微かな希望を
抱いていることが認められた。これらのことから、高齢者の希望は、未来への明るい感情に、積極的な感覚や他者と
のつながりの感覚が相伴って変容することが認められ、現在や過去の評価と深く関連していることが示されたが、希
望は誰もが持ち得る感情であることが指摘された。
以上の研究を通して、①希望とは、未来が明るいという感情であり、そこには積極性や他者とのつながりの感覚が
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伴うこと、②高齢者の希望は、日常生活の出来事の体験によって左右されること、③高齢者の希望は、家族からのサ
ポートの捉え方、体調などによっても左右されるが、たとえ悪い状態でもポジティプな日常生活の出来事に対する全
般的な帰属を行うことで希望が高まること、④高齢者の希望は、過去の意味づけとも関係すること、⑤希望の低い高
齢者でも、微かな希望を保持していることが明らかとなった。
最後に、第 8 章では、本研究で行われた調査の結果に基づき、高齢者、高齢者の家族、これから高齢者となるであ
ろう人々、そして高齢者に接する可能性のある専門家に向けての提言を行った。
論文審査の結果の要旨
本論文は、これまでほとんど研究されてこなかった希望という概念に焦点を当て、高齢者を対象に研究を行ったも
のである o 希望とは特定の目標を目指すものではなく、未来が明るいという感情に積極的な感覚や自他の一帯感が伴
うものであることを示し、希望の様相を明らかにしているo このような希望について、高齢者の普段の生活に視点を
置いて調査と分析を行っており、日々体験される出来事、家族関係や体調などによっても希望が左右されることを実
証的に論述した。高齢者は家族との関係や健康を損ないやすく、希望が弱まりやすい。それでも日々体験される出来
事をどのように捉えるかで希望が高まることを示した。
また、単に質問紙によって希望を検討しただけではなく、面接法を用いて51名の高齢者の語りに耳を傾けてもいる。
そして、希望が健康な人のみならず、様々な葛藤や悩みに苦しんでいる人にも存在することを示した。希望という抽
象的概念を実証的に研究する困難さが存在する中で、質問紙による分析と面接による分析を統合して、深い洞察を得
ている。
以上の研究成果より、本論文は博士(人間科学)の学位に充分値すると判定された。
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